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要 旨 

背景：政治･経済･社会の諸相でグローバリゼーションへの遷移が著しい。国境を横断した

グローバルスタンダードを推し進め,国籍や民族も維持しつつ本来は国の専管事項である

通貨や社会保障,教育,就労,司法,政治的統合など域内統合し標準化しようとする目論見で

ある。典型的な事例として EU や TPP がある。結果として,年齢,疾病,能力,学歴,美醜,性差

等の多様な文化的差異を生みだしている。この多様な差異のなかで言語は,人種･民族に直

結していて多言語主義として保存がされている。人類･生物と言語･文化の温存と環境･社

会･経済のトリレンマ緩解のため日本は, 文化･文明と経済大国の責務として世界貢献を目

指すべきである。そのため現在の言語政策,国語教育･日本語教育の場当たり的な施策では

なく,国家戦略として政治的･外交的に日本･日本文化･日本語を基盤とした知的資産･資源

を情報発信する政策を実行すべきである。複言語･複文化が社会の視座として考えられる今

日,アジア圏では複雑かつ多層的な文化が混在しており単純な言語と文化の議論として済

ませることはできないだろう。文化経済大国として,先ず日本語･日本文化･日本を知的資

源･知的資産として世界に発信する義務があろう。その尖兵が日本語を生業とする組織と個

人である。 

日本語教育の一範疇にある専門日本語教育は,従来日本語教育と専門領域の専門家が協

働で,コース開発,教育実践から評価までを行ってきた。独立行政法人国際交流基金関西国

際センターは,1997 年から海外の研究者･大学院生,司書,外交官･公務員を対象に専門日本

語教育プログラムを実施している。しかしながら,報告書で見る限り異分野の専門家の協業

協働の成果もあまり芳しくないようである。 

 

研究目的：本研究は,｢専門=経営｣として設定し,｢経営日本語教育コース｣を開発し,教育実

践し,一連の活動を規範モデルとする。専門家の協働に際して得られる経験的知識を言語化

(実践知)して規範モデルとして組み込み,それらを再利用し,得られた実践知を規範モデル

に反映させて集積して管理する｢実践知獲得制御システム｣,さらに｢経営日本語教育コー

ス｣のモデル群を管理する「経営日本語教育システム」概念を構築する。以降,教育実践に

際して効果･効率や組織強化が謀れる仕組みをつくる。また,本研究の成果は,専門を新規の

領域に展開する場合,GMAIS 概念によるコース開発(=GMAPIA)や IS 化の方法は,広範囲な応

用が可能な方法提示も目的とする。 

 

先行研究：思考支援,合意形成支援と集団意思決定支援を基本機能とした GMA 概念システ

ム(GMAIS:Global Model Architecture Information System)を主に,専門日本語教育,構成

主義,質的研究や人工知能の概念や手法を先行研究として活用した。 

 

調査概要：行政機関の政策や活動,言語研究にかかわる関連学会,専門書,論文,経営日本語

教育実践の協働者,外国に進出している日本企業の経営者,外国で日本語教育を経験したベ

テラン日本語教師,同じゼミの研究者などに加えて,ICT のソフト(有償･無償)や専門辞書

等に関する周辺の情報探索結果などを調査対象とした。 
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分析･設計･実践･概念構築：GMAIS の基本的な概念であるモデルベース構築のための方法論

をシステム化概念構築のための基盤とした。習得した言語教育に関わる知識(420 時間教

育･修士課程)を活用し,専門日本語教育のコース開発･実践及びシステム概念を構築した。

具体的な経営日本語教育コースは,｢経営学基礎コース｣,｢経営戦略基礎コース｣及び｢実践

知獲得･継承の演習コース｣を開発し, ｢経営学基礎コース｣は実践を行った。また,｢実践知｣

獲得の方法として PIACS の概念を構築した。GMAIS の思考支援機能と,PIACS の｢実践知｣獲

得のアルゴリズム(暗黙知の言語化の考え方)と統合化したシステム概念として統合的な

｢経営日本語教育システム(=GMAPIA)｣とした。研究の過程で関連する研究実績を学会へ 10

件発表した。 

 

まとめ･期待効果と残る課題：経営日本語教育コースとして 3 コースを開発したが,教育実

践を行ったのは,「経営学基礎コース」のみである。しかし,情報システムとしての GMAPIA

概念構築は,IS の実現に向けて大きな成果となることが示俊された。 

期待される効果は,経営日本語教育に関わる組織と個人の量的効率と質的強化が期待さ

れる。特に東南アジアなどへ進出している日本企業の現地法人に所属する現地従業員に対

する中堅幹部育成のための経営日本語教育実践により,日本文明･文化の伝達が行える。    

さらに,GMAPIAの実践知獲得機能を含む GMAPIAシステムは,｢専門=？分野｣への展開が可

能である。今後,経営日本語教育の全領域的なコース開発と GMAPIA システムの拡充を継続

研究とする。今後,最重要な統合化辞書体系の整備と,GMAPIA のソフト特許申請を行う。 
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